
医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読み下さい。 
使用上の注意改訂のお知らせ 

               

    

   

  

   
   

 
 

２０２３年１１月 
 
謹啓 時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
平素は格別のお引き立てを賜り厚く御礼申し上げます。 
さて、この度、『カルバマゼピン錠 100mg、錠 200mg、細粒 50%「アメル」』の【使用上の注意】を改訂致しますので、

ご使用に際しましては、下記内容をご参照下さいますようお願い申し上げます。 

今後とも、一層のご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。                  敬白 

記 

【改訂内容】（下線
  

部 改訂箇所、下線   部 削除） 
改   訂   後 現行電子添文（2020 年 3 月改訂） 

2. 禁忌（次の患者には投与しないこと） 
2.1～2.3 －略－ 
2.4 ボリコナゾール、タダラフィル（アドシルカ）、リルピ 

ビリン、マシテンタン、チカグレロル、グラゾプレビル、エ
ルバスビル、ドルテグラビル・リルピビリン、ダルナビル・
コビシスタット、アルテメテル・ルメファントリン、ドラビ
リン、イサブコナゾニウム、カボテグラビル、ソホスブビル・
ベルパタスビル、レジパスビル・ソホスブビル、ニルマトレ
ルビル・リトナビル、エンシトレルビル、ミフェプリストン・
ミソプロストール、リルピビリン・テノホビル アラフェミド・
エムトリシタビン、ビクテグラビル・エムトリシタビン・テ
ノホビル アラフェナミド、ダルナビル・コビシスタット・エ
ムトリシタビン・テノホビル アラフェナミド、エルビテグラ
ビル・コビシスタット・エムトリシタビン・テノホビル ア
ラフェナミドを投与中の患者［10.1 参照] 

2.5 －略－ 

【禁忌（次の患者には投与しないこと】 
(1)～(3) －略－ 
(4) ボリコナゾール、タダラフィル（アドシルカ）、リルピビリ 

ン、マシテンタン、チカグレロル、グラゾプレビル、エルバス 
ビル、ダクラタスビル・アスナプレビル・ベクラブビル、アス 
ナプレビル、ドルテグラビル・リルピビリン、ソホスブビル・ 
ベルパタスビル、ビクテグラビル・エムトリシタビン・テノホ 
ビル アラフェナミドを投与中の患者〔これらの薬剤の血中 
濃度が減少するおそれがある。〕（｢３．相互作用｣の項参照） 

(5) －略－ 

10.相互作用 

－略－ 

10.1 併用禁忌（併用しないこと） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

ボリコナゾール 

（ブイフェンド） 

タダラフィル 

（アドシルカ） 

リルピビリン 

（エジュラント） 

マシテンタン 

（オプスミット） 

チカグレロル 

（ブリリンタ） 

グラゾプレビル 

（グラジナ） 

エルバスビル 

（エレルサ） 

ドルテグラビル・リルピビリン 

（ジャルカ） 

ダルナビル・コビシスタット 

（プレジコビックス） 

アルテメテル・ルメファントリン 

（リアメット） 

［2.4 参照］ 

これらの薬剤の 

血中濃度が減少 

し作用が減弱す 

るおそれがあ 

る。 

本剤の代謝酵素誘 

導作用によりこれ 
らの薬剤の代謝が 
促進される。 

 

３.相互作用 

－略－ 

(1)併用禁忌（併用しないこと） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

ボリコナゾール 

（ブイフェンド） 

タダラフィル 

（アドシルカ） 

リルピビリン 

（エジュラント） 

マシテンタン 

（オプスミット） 

チカグレロル 

（ブリリンタ） 

グラゾプレビル 

（グラジナ） 

エルバスビル 

（エレルサ） 

ダクラタスビル・アスナプレビ 

ル・ベクラブビル 

（ジメンシー） 

アスナプレビル 

（スンベプラ） 

ドルテグラビル・リルピビリン 

（ジャルカ） 

これらの薬剤の 

血中濃度が減少 

し作用が減弱す 

るおそれがあ 

る。 

本剤の代謝酵素誘 

導作用によりこれ 
らの薬剤の代謝が 
促進される。 

 

（裏面につづく） 

 



【改訂内容】（下線
  

部 改訂箇所）（続き） 

改   訂   後 現行電子添文（2020 年 3 月改訂） 

10.1 併用禁忌（併用しないこと） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

ドラビリン 

（ピフェルトロ） 

［2.4 参照］ 

これらの薬剤の

血中濃度が減少

し作用が減弱す

るおそれがあ

る。 

本剤の代謝酵素誘

導作用により、こ

の薬剤の代謝が促

進されると予測さ

れる。 

イサブコナゾニウム 

（クレセンバ） 

［2.4 参照］ 

本剤は代謝酵素を 
誘導する。 

カボテグラビル 

（ボカブリア） 

［2.4 参照］ 

本剤が UGT1A1 
を誘導することに 
より、この薬剤の 

代謝が促進され 
る。 

ソホスブビル・ベルパタスビル 

（エプクルーサ） 

［2.4 参照］ 

本剤のP-gp及び 

代謝酵素の誘導 

作用により、こ 

れら薬剤の血漿 

中濃度が低下す 

るおそれがある。 

レジパスビル・ソホスブビル 

（ハーボニー） 

［2.4 参照］ 

本剤の P-gp 及 

び代謝酵素の誘 
導作用により、 
これら薬剤の血 

漿中濃度が低下 
するおそれがあ 
る。 

ニルマトレルビル・リトナビル 

（パキロビッド） 

［2.4 参照］ 

本剤の血中濃度

が上昇するおそ 

れがある。ま

た、これら薬剤 

の血中濃度が減

少することで、

抗ウイルス作用 

の消失や耐性出 

現のおそれがあ

る。 

これら薬剤が 

CYP3A による本剤 
の代謝を競合的に 
阻害するため。 

また、本剤が代謝 
酵素を誘導するた 
め。 

エンシトレルビル 

（ゾコーバ） 

［2.4 参照］ 

この薬剤の血中 

濃度が減少し、 

作用が減弱する 

おそれがある。 

また、本剤の血 

中濃度が上昇 

し、副作用が発 

現しやすくなる 

おそれがある。 

本剤の代謝酵素誘 

導作用によりこの 

薬剤の代謝が促進

される。 

また、この薬剤の

CYP3Aに対する阻

害作用により、本

剤の代謝が阻害さ

れる。 

ミフェプリストン・ミソプロス 

トール 

（メフィーゴ） 

［2.4 参照］ 

ミフェプリスト 

ンの血漿中濃度

が低下し、効果

が減弱するおそ

れがあるので、

本剤の影響がな

くなるまで、こ

の薬剤を投与し

ないこと。 

本剤の代謝酵素誘

導作用により、ミ

フェプリストンの

代謝が著しく亢進

され、ミフェプリ

ストンの血漿中濃

度が著しく低下す

るおそれがある。 

リルピビリン・テノホビル アラ

フェナミド・エムトリシタビン 

（オデフシィ） 

［2.4 参照］ 

リルピビリン及

びテノホビル 

アラフェナミド

の血中濃度が低

下し、この薬剤

の効果が減弱す

るおそれがあ

る。 

本剤の代謝酵素誘

導作用により、リ

ルピビンの代謝が

促進される。本剤

のP-gp誘導作用に

より、テノホビル  

アラフェナミドの

血漿中濃度が低下

するおそれがあ

る。 
 

(1)併用禁忌（併用しないこと） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

ソホスブビル・ベルパタスビル 

（エプクルーサ） 

 

これらの薬剤の 

血中濃度が減少 

し作用が減弱す 

るおそれがあ 

る。 

本剤の P-gp 及び 
代謝酵素の誘導作 

用により、これら 
薬剤の血漿中濃度 
が低下するおそれ 

がある。 

ビクテグラビル・エムトリシタ 

ビン・テノホビル アラフェナミ

ド 

（ビクタルビ） 

ビクテグラビル 

及びテノホビル 

アラフェナミド 

の血漿中濃度が 

低下するため、 

この薬剤の効果 

が減弱し、この 

薬剤に対する耐 

性が発現する可 

能性がある。 

本剤の P-gp 及び 
代謝酵素誘導作用 
による。 

 

 

（次頁につづく） 



【改訂内容】（下線
  

部 改訂箇所）（続き） 

改   訂   後 現行電子添文（2020 年 3 月改訂） 

10.1 併用禁忌（併用しないこと） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

ビクテグラビル・エムトリシタ 

ビン・テノホビル アラフェナミ

ド 

（ビクタルビ） 

［2.4 参照］ 

ビクテグラビル 

及びテノホビル 

アラフェナミド 

の血漿中濃度が 

低下するため、 

効果が減弱し、 

この薬剤に対す 

る耐性が発現す 

る可能性があ 

る。 

本剤の P-gp 及び 

代謝酵素誘導作用 
による。 

ダルナビル・コビシスタット・

エムトリシタビン・テノホビル 

アラフェナミド 

（シムツーザ） 

［2.4 参照］ 

ダルナビル、コ 

ビシスタット及 

びテノホビル 

アラフェナミド

の血中濃度が低

下し、この薬剤

の効果が減弱す

るおそれがあ

る。 

エルビテグラビル・コビシスタ 

ット・エムトリシタビン・テノ 

ホビル アラフェナミド 

（ゲンボイヤ） 

［2.4 参照］ 

エルビテグラビ 

ル及びコビシス 

タットの血中濃 

度が著しく低下 

する可能性があ 

る。また、テノ 

ホビル アラフ

ェナミドの血中 

濃度が低下する 

可能性がある。 
 

 

  

 （裏面につづく） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【改訂内容】（下線
  

部 改訂箇所）（続き） 

改   訂   後 現行電子添文（2020 年 3 月改訂） 

10.2 併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

－略－ 

免疫抑制剤 

シクロスポリン 

タクロリムス 

エベロリムス 

抗うつ剤 

トラゾドン 

ミアンセリン 

セルトラリン 

ミルタザピン 

三環系抗うつ剤 

イミプラミン 

アミトリプチリン 

ノルトリプチリン 等 

これらの薬剤の 

作用を減弱する 

ことがある。 

本剤の代謝酵素誘

導作用によりこれ

らの薬剤の代謝が

促進され、血中濃 

度が低下する。 

－略－ 

ドキシサイクリン 

－略－ 

シンバスタチン 

これらの薬剤の 

作用を減弱する 

ことがある。 

本剤の代謝酵素誘 
導作用によりこれ 

らの薬剤の代謝が 
促進され、血中濃 

度が低下する。 

－略－ 

抗凝固薬 

ダビガトランエテキシラート 

 

これらの薬剤の

作用を減弱する

ことがある。 

本剤のP 糖蛋白誘

導作用により、ダ

ビガトランの血中

濃度が低下するこ

とがある。 

アピキサバン 本剤のP-gp 及び

代謝酵素の誘導作

用により、アピキ

サバンの代謝およ

び排出が促進され

る。 

 リバーロキサバン 本剤の代謝酵素誘

導作用によりリバ

ーロキサバンのク

リアランスが増加

する。 

ワルファリン 本剤の代謝酵素誘

導作用によりワル

ファリンの代謝が

促進され、血中濃

度が低下する。 

－略－ 
 

(2)併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

－略－ 

三環系抗うつ剤 

イミプラミン 

アミトリプチリン 

ノルトリプチリン 等 

トラゾドン 

ミアンセリン 

セルトラリン 

ミルタザピン 

これらの薬剤の

作用を減弱する

ことがある。 

本剤の代謝酵素誘

導作用によりこれ

らの薬剤の代謝が

促進され、血中濃

度が低下する。 

－略－ 

クマリン系抗凝固血剤 

ワルファリン 

免疫抑制剤 

シクロスポリン 

タクロリムス 

エベロリムス 

－略－ 

これらの薬剤の 

作用を減弱する 

ことがある。 

 

－略－ 

本剤の代謝酵素誘 

導作用によりこれ 
らの薬剤の代謝が 
促進され、血中濃 

度が低下する。 
 

－略－ 

ドキシサイクリン 

－略－ 

リバーロキサバン 

シンバスタチン 

本剤の代謝酵素誘 

導作用によりこれ 
らの薬剤の代謝が 
促進され、血中濃 

度が低下する。 

－略－ 

ダビガトランエテキシラート ダビガトランの

作用を減弱す 

ることがある。 

本剤のP 糖蛋白誘

導作用により、ダ

ビガトランの血中

濃度が低下するこ

とがある。 

－略－ 
 

 
【改訂理由】 

以下の項目を改訂し、注意を喚起することと致しました。 
自主改訂 
「2.禁忌」、「10.相互作用／10.1 併用禁忌、10.2併用注意」の項： 
相互作用相手薬記載との整合を図るため、改訂しました。                                

以上  

 

 

 

 

 

これらの情報は、2023 年 11 月に発行予定の DSU №321 に掲載致します。 

なお、改訂情報は弊社ホームページ http://www.kyowayakuhin.co.jp/amel-di/ 及び PMDA ホームページ「医薬品に関する 

情報」（https://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/0001.html）に改訂指示内容、最新の電子添文並びに 

医薬品安全対策情報（DSU）が掲載されます。あわせてご利用下さい。 

 

お問い合わせ先：共和薬品工業株式会社  安全管理部  大阪市北区中之島 3 - 2 - 4     0 1 2 0 - 0 4 1 - 1 8 9 


